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Newsletter 
科学技術分野の未来を拓く－高専における男女共同参画－  

■全国55キャンパスに広がる男女共同参画推進のネットワーク 
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 平成２９年１１月１６日（木）ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）の一環として「男女共同参画推進意識啓発講演会」を開催しま

した。講演会は、高専運営の中核を担う教職員を対象として、男女共同参画の現状と課題を共有していくことで、推進に向けた意識啓発をすす

め、各高専の取組の推進を目的として実施し、講演は全高専に配信（GI-net配信）を行うと共に、Office３６５によりビデオ配信をおこない、約９００

名の方に受講頂きました。 

男女共同参画推進担当理事 
大島まり理事（東京大学教授） 

■研究機関のダイバーシティ化を促す文部科学省事業で「最高評価」を取得！ 

高専機構理事長 谷口 功 

■男女共同参画推進意識啓発講演会 

 高専機構が平成２７年度から進めている文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環

境実現イニシアティブ（特色型）」の助成を受けて進めている取り組みに対する中間評価が、平成３０年３月２３

日に科学技術振興機構の公式サイト（http://www.jst.go.jp/shincho/josei_shien/）に公開されました。 

 高専機構は、前事業（女性研究者支援事業）に続き、最高評価（Ｓ評価）を取得しました。 

 高く評価されたポイントは、「理事長のリーダーシップ」「全国に分散する５５キャンパスを有する機関ならでは

の同居支援システム（５５キャンパス活用同居支援プログラム）構築」「博士号取得支援（めざせ高専研究者の

道プログラム）や研究とライフイベントの両立支援（研究支援員プログラム及び研究アドバイザープログラム）に

よる女性研究者の研究力強化」「抜本的な人事制度改革による女性校長誕生」です。さらに、女性教員の採用

比率、在職比率、女性教授比率が所期の目標を達成している点が、今後のさらなる展開に対する期待とともに

評価されました。 

 また、評価コメントにおいては、今後の、病児保育支援、学童保育支援等に対する検討も期待されています。 

 この取組は、平成３３年３月３１日まで継続するものとなりますが、本年４月１日からは高専機構の自主財源による取組となりました。これまでの

取組の成果を活かしながら、機構のダイバーシティ環境の実現に繋げていきます。 

 男女共同参画推進担当理事である 大島まり理事（東京大学教授）の「高専機構における男女共同参画の現状

と今後の方向性」の講演では、男女共同参画の推進がなぜ必要とされているかについて、国内外の状況から振り

かえりを行うと共に、高専機構での男女共同参画の取組（女性の採用・登用、仕事とライフイベントの両立）の現状

と今後の課題について述べられました。                                 

 また、昨年の意識啓発講演会のアンケートでは、約7割の受講者が「男女共同参画は積極的に進めて行く必要が

ある」と回答するものの、「積極的に進めるには機構や所属高専の取組が重要」とする回答が半数を占めました。こ

の結果を踏まえ、「高専においては、男女共同参画が自分たちの取組という意識がまだ十分ではなく、男女が分け

隔て無く活躍できる高専の実現のためには、誰もが働き方を考えていく必要がある」と締めくくりました。 

 男女共同参画推進室の室長特別補佐 藤田直幸 奈良高専教授の「男女共同参画を現場で実践す

るために」の講演は、男女共同参画やワークライフバランスの向上に向けて、現場で実践できる計画を

立てることを目的にワークショップ形式で実施されました。演習１「あなたの持ち場（学科や係など）で実

践できることを探そう」、演習２「いつまでに、だれが、何をやるかの計画を立てよう」という課題に取り組

み、結果を共有しました。 

 講演会実施後のアンケートでは、約８割の受講者から“男女共同参画は自分たちが取組んでいくこと

が必要”という回答がありました。 

 また、男女とも重要な取組として“働きやすい職場づく

り”という回答を寄せています。 

男女共同参画推進室 室長特別補佐 
 藤田直幸教授（奈良高専） 
（2017年女性研究者交流会にて。） 

■男女共同参画推進意の取組 

 



 

２ 

■キャリアセミナー 

 平成２９年１２月１８日・１９日の２日間、男性教員２名を含む３９名の先生方の参加を得て、国立オリンピック記念青少年総合センターにて

「平成２９年度キャリアセミナー」を開催しました。セミナーには、谷口功理事長、大島まり理事をはじめ

各国立高専のブロック主査・副主査の校長５名が参加し、教員のキャリア形成にかかる問題についてグ

ループワーク等で討議を行い、校長・教員間で率直な意見交換を行うことができました。今回のキャリア

セミナーは、キャリア・パスの各段階における役割・課題を「個々に・組織的に」理解し、高専運営を担う

人材になるまでの道筋を考えることを目的として行われました。 

 谷口理事長による基調講演「女性研究者・技術者がますます活

躍する社会に向けて」は、高専における女性活躍の推進について

熊本大学の事例を挙げながら、高専機構の現状と課題について

取り上げました。 さらに特別講演として、北海道大学人材育成本部女性研究者支援室の長堀紀子特

任准教授から「学校の活性化に繋がる人材育成と女性研究者支援」と題し女性リーダー育成を図るた

めの「キャリア形成に必要な知識の習得・意識の向上」を中心に、北海道大学における活動内容や成功

事例及び今後の課題について講演いただきました。講演では、圧倒的マイノリティーである女性教員の

持つ課題は個人の問題に帰されやすく、課題解決のために組織で議論されるまでに時間がかかるた

め、組織全体で現場情報や課題を「見える化」する体制をとることの重要性が提起されました。 

続くワークショップでは職位別・専門分野別の５グループに分かれ、参加者への事前アンケート内容

を踏まえて２日間に渡って段階的な討議を行いました。初日は「個人のキャリアアップのための『取組』

『課題』『その対応策・想定効果』」について討議し、マンダラート技法等を用いながらグループ毎に討議

結果を発表し、参加校長から学校を運営する責任者としてコメントを受けました。２日目は初日の討議内

容を元に「キャリア形成に向けたチャレンジ」としてそれぞれが考える“目指す姿とこれからの取り組み”

を共有し合い、職位・専門毎に共有できる目標を得ることができました。事後アンケートにおいては、今

後の目指していく取組として、個人でできること、組織ですべきことの整理ができ、「質の良い教育の推

進」「自身の研究力向上」「自身の生活を楽しむ」の３点の実現のために「連携（情報等のシェア）」を積

極的に行いたいという結果を得ることができました。 

 女性研究者を対象とする研究力の向上、外部資金獲得力向上を目指す研修として、外部資金獲得支援セミナーを実施（男性教職員の受講

も可能）しGI-net配信による３回の講演とOffice３６５によるビデオ配信を行いました。各講演とも１００名以上の方に受講を頂き、約８割の方か

ら継続した講演の開催の希望がありました。 

 平成３０年２月２２日山形大学のイプトナー・カロリン助教より、「How to give a great presentation in English」

について講演頂きました。良いプレゼンテーションを行う為の準備とプレゼンテーションの進め方、プレゼンテー

ションで役立つ表現や注意点、データ説明字のポイントや表現の仕方等、英語プレゼンのコツについて述べら

れました。講演に対しては、“日本語・英語にかかわらず資料作成や発表の

組み立てで、これまで疑問や不安に思っていたことが解消でき参考になった”等の声を頂きました。 

■外部資金獲得支援セミナー 

 平成３０年１月１９日理化学研究所の塩満ダイバーシティ推進室室長代理より、「外部資金獲得へのアプ

ローチ」について講演頂きました。外部資金の獲得に向けては、科学技術基本計画と政府が予算案で示す

重点施策を理解してアプローチすることが必要であり、これに基づく研究計画の策定から申請書の書き方

までの５ステップのポイントについて述べられました。 

 講演に対しては、“外部資金獲得のトレンドやキーワードを理解することが

でき、採択に向けた工夫すべきポイントが理解できた”等のコメントを頂き、

平成３０年度の高専内の研修でも採用したいとの声もありました。  

理化学研究所 塩満講師 

 平成３０年３月２３日エルゼビア・ジャパンの高石ソリューションコンサルタントより、「英語論文データベー

ス活用法」と題して、論文作成倫理、文献管理＆コミュニケーションツール“Mendeley”（メンデレイ）の利 
用方法について説明を頂きました。“いかに論文を効率的に仕上げるか”に視点おき、論文の構想（適切な

ジャーナルの選択）・論文の作成（科学英語の使用・論文の構造）・論文投稿後のプロセス・出版倫理をポイ

ントに、英語論文データベースの活用について述べられました。講演に対しては、“論文執筆に於いて文献

管理や論文検索及び執筆に関する有用な情報が得れた。学生の卒論の指導の参考にもなった”等の声を

頂きました。 

エルゼビア・ジャパン 高石講師 

山形大学 カロリン講師 

特別講演を行う北海道大学長堀准教授 

参加者と意見を交わす谷口功理事長 

キャリアセミナー風景 

 

 



３ 

 ２０１８年３月８日（木）、仙台高専の提案により、東北大学カタール

サイエンスキャンパスホールにおいて、高専女子フォーラム in 北海

道・東北２０１８を開催しました。女子学生８４名、高専関係者４０名、

企業関係者１００名以上、仙台高専の後援会（保護者会）からの参

加もあり、会場は活気に包まれました。 

 高専女子フォーラ

ムは、高専の女子

学生と企業関係者

が、女子学生、女性

エンジニアのより良

いキャリア形成につ

いて考えるイベント

であり、女子学生、

企業双方によるポ

スターセッションと、高専教員・企業関係者の情報交換会から成りま

す。今回は、「働き続けること、学び続けること」をテーマに、フォーラ

ム前のサテライト企画として高専の女子学生と女子大学院生との情

報交換会（昼食会）を開催、さらにフォーラムにも企業ブースと並ん

で東北大の院生ブースを１つ出展、従来の働き続ける視点に加え

学び続けることにもフォーカスしました。発表学生のほとんどが参加

したサテライト企画は大変好評で、高専卒業後の大学編入学に向

けた準備や心構え、大学、大学院での研究生活や将来像などを中

心に活発な意見交換が行われました。 

 女子学生のキャリア教育を主な目的として開催されている高専女子フォーラムは、平成２９年度は、近畿地区と第一ブロックで開催されまし

た。平成２３年度からの７年間で通算１６回の開催になりました。参加者アンケートからは、９５%以上の方が満足したと好評をいただいているイ

ベントになりました。女子学生からは、「企業から高専女子学生の生の評価が聞けたことや、企業で女性が働くことについての情報が得られてと

ても参考になった。」「企業の方の前で発表することはとても緊張したが、終わったあとの達成感がとても得られた。」というような感想が寄せら

れています。（高専女子フォーラムは「高専女子フォーラムガイドライン」に沿って実施されます。開催を検討されている国立高専は機構学務課

にご相談ください。） 

■高専女子フォーラム 

 近畿地区では平成２４年度、平成２５年度に高専機構主催（機構

本部主催）として、平成２６年度以降は、近畿地区７高専（舞鶴、明

石、奈良、和歌山、大阪府立、神戸市立、近畿大学高専）主催で高

専女子フォーラムを開催してきました。 

 平成２９年度も１２月２３日に近畿大

学１１月ホールにおいて、和歌山高

専を主幹校として「高専女子フォーラ

ム in 関西 2017」 を開催しました。   

 近畿地区では連続で６回目となる

高専女子フォーラムです。 

 今回は公私立の高専を含む近畿地区７高専をはじめ、八戸、鈴

鹿、米子、津山、呉、北九州など全国の高専女子学生が参加し、

フォーラムの前半では女子中学生・保護者を対象に、後半は企業

関係者を対象に ４６件の発表（教育紹

介１４件、研究紹介１３件、学生生活紹

介１９件）を行いました。  

 さらに、企業からも、男女共同参画に

対する取り組みの紹介、女性技術者の

活躍の紹介などの発表が４７件なされ

ました。３５９名の参加者（小中学生１７名、保護者２１名、企業関

係者１２２名、女子学生１２１名、教職員７８名）があり、盛況なうち

に無事終了しました。今回は、運営の一部を企業に外部委託する

ことで、効率的に運営後行うことができました。 

 大分高専は、平成２９年度より大分大学を代表機関とした「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ

ブ（牽引型）」に共同実施機関として参加しています。（大分大学、大分高専、フンドーキン醤油株式会

社、三和酒類株式会社、三井住友建設株式会社による産学連携ダイバーシティ推進モデル） 

 この取組は女性研究者・技術者が主役となった地域創生を実証することで、女性の意識向上とともに

男性の意識改革につなげ、ポジティブ・アクションを含めた女性の上位職 

比率と研究・技術者比率の向上、職域拡大を目指すものです。  

 ○ 大分高専の目標と取組状況 

 大分高専では、これまでの男女共同参画推進委員会を基にダイバーシ

ティ推進室を立ち上げ、女性研究者・技術者を支援する仕組みづくり、仕事

と生活の両立が可能な職場環境づくりや働き方改革に取り組んでいます。  

 校長、副校長、事務部長の連名による「大分高専イクボス宣言」を行い、

教職員の学習と意識改革のためにダイバーシティセミナーを企画しました。 

■ダイバーシティ推進で女性研究者・技術者が主役となる地域創生を！ 大分高専ダイバ

■全国高専の取組 

 高専女子フォーラムin関西 高専女子フォーラムin北海道・東北２０１８ 

「大分高専イクボス宣言」 

ダイバーシティセミナーで講演 
する藤木室長（仙台高専教授） 

（「男女共同参画の視点からダイバーシティ推進を考える」講師：高専機構男女共同参画推進室 藤木

なほみ室長） また、リーダー資質を育成するために本事業が開催する女性リーダー塾やスキルアップ

セミナーに大分高専の女性研究者・技術者を参加させています。 

 



 初めての長期休暇をもらった気分で、子育てを通して色々なことを

ひっくり返して見つめ直す機会になりました。妊娠・出産については調

べればほぼ共通の情報が得られますが、子育てに関する情報は千差

万別過ぎて自分が試されるようでした。私と夫（同僚の教員）はどちらも

実家が遠く相談する人が身近にいなかったのですが、新居浜市内に

は平日に赤ちゃんが集えるフリースペースがいくつかあり、さらに月齢

の近い赤ちゃんが定期的に集まる企画が提供されたりして（私は一期

生でした）、そこでたくさんおしゃべりしたり励まされたりしてとても助か

りました。 

４ 

 育休取得前後、そして現在にいたるまで、職場の教職員の方々には本当にとてもよくしてもらいました。主任の先生を初めとして学科の先生には

ワークバランスを考慮していただき、校務やクラブも様々な先生方に配慮いただき、それを包括するゆるやかな学校の雰囲気にとても感謝してい

ます。また、学科において非常勤のあてを持っていたため、先生方への負担を少しでも低減するかたちで育休にはいれたことも幸せなことだったと

思います。今は少しずつでもより良い仕事で恩返しできたらと思っています。いくつか育休にまつわる体験をご紹介させていただきます。 

 

 

所属校 新居浜工業高等専門学校 生物応用化学科 准教授 

 お名前 橋本 千尋 

   育休期間 平成26年2月～平成27年3月 

●育休中 

 ●育休からの復帰   

開催日：平成３０年８月２０日（月）10：00～13:00  

会 場：名古屋大学 豊田講堂 シンポジオンホール/ユニバーサルクラブ （愛知県名古屋市千種区不老町） 

テーマ：社会の期待に応える高専機構におけるダイバーシティとは 

講 演：「高専機構におけるダイバーシティ・インクルージョンの実施を目指して」 高専機構理事 後藤景子（奈良高専校長） 

      「高専機構におけるダイバーシティ研究環境の現状と課題」仙台高専 藤木なほみ 教授 （前 高専機構男女共同参画推進室長） 

      「ダイバーシティ推進に向けた取組事例」 

      ・ 女子学生入学比率向上に向けた取組   高知高専 長山和史 教授 

      ・ 女子学生のキャリア支援に向けた取組 鹿児島高専 塚崎香織 教授 

      ・ 女性研究者の研究力向上に向けた取組（WLB) 奈良高専 松村寿枝 教授 

 「平成30年度全国高専フォーラム」ーダイバーシティ・シンポジウム/女性研究者交流会ー 

  「高専機構が目指すダイバーシティの実現に向けて」 

高専機構では、平成２３年に技術者育成を通じて男女共同参画社会の実現に貢献するという機構の基本理念を定めた

「男女共同参画宣言」と「男女共同参画行動計画」を策定し、男女共同参画推進の活動に取り組んできまいりました。本行

動計画は平成３０年度を最終年度としており、これまでの推進状況を整理し今後の行動計画を策定していく計画になって

います。これまで、文部科学省科学技術人材育成費補助事業として、男女共同参画の事業を進めてきまいりましたが、今

後はさらに高専機構としての特色をいかした取組を行い、女子学生に魅力のある高専、さらに女性研究者がいきいきと研 

 私が仕事に復帰してから、「家事をするか、子どもの相手をするか」と

いう二者選択を夫に聞いてみたところ、「家事」と答えたので夫が家事

をするようになりました。幸い夫が家事全般得意なので、これを機に家

事は本当に「やれる方がやる」というスタイルになったように思います。

実際私が料理していると、私と遊びたい息子が「交換！（料理はお父さ

んがして）」と言ってきます…。 

 また、育休明けの研究再開と研究機器を作動させようとしたところ、

次々と不調が発生しました。そのときに校長先生から、ライフイベント

等でブランクが発生した際に研究の再開支援をしてくれるRe-Start研

究支援制度の利用についてアドバイスを頂

きました。この補助金で機器を修繕するとと

もに、研究アドバイザーの先生からの多くの

助言と励ましを頂き、育休明けの研究もス

ムーズに進める事が出来ました。育休明け

の校務として任された男女共同参画推進室

では、校外の素敵な方々と出会い校内で講

演していただく楽しい仕事をしています。 

 育休から復帰した職場ではかなり仕事を減らしてもらっていました

が、実は内心、仕事を減らしてもらわなくても大丈夫！と思っていまし

た。ところが、いざ1歳3か月で保育園入園となった息子は全く保育園

に慣れず、ずっと泣き通してお昼ごはんもハンスト、そのため４月はほ

とんど「おはようございます」「さようなら～」という感じで学校にいませ

んでした。夏頃には普通に出勤できるようになりましたが、家にいると

きの息子は私から全く離れようとせず、家事がままならなくなりました。 

■新男女共同参画推進室長 

独立行政法人国立高等専門学校機構 
 研究推進課（男女共同参画推進担当） 
〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2-1-2 
  学術総合センター10階 
E-mail danjo@kosen-k.go.jp TEL 03-4212-6831 

男女共同参画推進室長 
高橋雅之 執行調整役 

究活動に取り組める高専、を目指して活動を推進していきたいと考えています。これまで男女共同参画推進室が主体で進めてきた取組も、それ

ぞれのブロックの中で、各高専の良い取組が共有して進めていけるよう、色々なアイデアをいただきながら進めていきたいと思います。皆様のご

支援とご協力を宜しくお願いします。 


